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波

楊

購
買
力
平
価
説
の
現
実
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
我
々
が
い
く 

つ
か
の
国
の
国
民
所
得
或
は
賃
金
水
準
の
比
較
と
い
っ
た
興
味
あ
る
問
題
を
と
り
あ
げ
る
時
、
こ
れ
を
国
際
比
較
が
可
能
な
数
値
に
換
算
す
る
た 

め
に
は
'、
通
常
為
替
相
場
が
も
ち
い
ら
れ
る
。
 

.

こ
の
ょ
ぅ
に
し
て
行
わ
れ
る
国
際
比
較
に
関
す
る
研
究
は
、
い
ず
れ
も
暗
黙
裡
に
各
国
の
為
替
相
場
が
だ
い
た
い
各
国
の
貨
幣
の
購
買
力
を
表 

わ
す
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
購
買
力
平
価
説
の
基
本
的
な
命
題
を
み
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
各
国
の
為
替
相
場
は
国
際
市
湯
で
取
引
さ
れ 

る
商
品
に
つ
V
て
の
み
両
国
の
貨
幣
の
購
買
力
を
示
す
も
の
.で
あ
る
が
、
.ぞ
の
.他f

般
の
商
品
.に
つ
い
て
も
一
応
の
'標
準
的
換
算
の
目
安
■に
な
る 

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

人

本
^
:の
目
的
.は
»
買
カ
乎
価
説
の
現
実
的
妥
当
性
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
明
ら
が
に
.し
、
次
に
為
替
相
場
を
も
ち
.い
て
い
ろ
い
ろ
な
国
際
比
較 

を
行
■う
場
合
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
.あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
様
な
問
題
占i

の
背
後
に
あ
る
国
際
間
の
賃
金
水
準
の
相
違
と
各
国
の

產

業

別

賃

金

構
«

に
.
，つ

い

で

若

干

の

分

析

を

こ

こ

ろ

み

る

。
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ぃ

.
蒙
買
カ
平
假
説
に
よ
る
と
：
国
際
市
場
に
お
け
る
財
の{EI

由
な
交
換
は
、
ニ
国
間
の
為
替
相
場
を
両
国
で
同
量
の
財
を
購
買
し
う
る
様
な
|1
5

 ̂

比
率
に
均
衡
さ
せ
る
。
y
c0
結
果
、
.為
替
相
場
は
相
異
っ
た
貨
幣
の
臟
買
カ
比
’率
を
示
す
。

即
ち
、

ヵ
ッ
.
.セ
.ル
の
定
義
に
し
た
が
え
ば
、
.

「

ニ
国 

間
の
為
替
相
場
は
、
ニ
国
間
の
ー
.般
的
な
価
格
水
準
の
比
に
上
0
.て
定
1
从
。」

：
.:

\

1)

.Gustav Cassel, 

SThe Present Situation of 

tr

Foreign Exchange、
Economic Journal, March 1916, Page 62.

ハ
.

the:, rate, o
f

:<1>xchange,..between, t
w
o

.
 countries will be'determined .by .the quotient, between, the

..
 general 

levels 

of prices in. 

the two counties 、

い
い
か
え
れ
ば
為
替
相
場
の
均
衡
水
準
と
は
一
一
国
の
貨
幣
の
購
買
力
を
等
し
く
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
購
買
力
平
価
説
の
い
ま
ひ
と
つ
の
も 

ち
い
方
は
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
各
国
の
為
替
相
場
を
戦
前
の
水
準
と
の
関
係
に
お
い
て
決
め
よ
う
と
す
る
為
替
相
場
の
相
対
的
変
動
を
み
よ
う
と 

す
る
場
合
で
あ
る
、
即
ち
、
あ
る
時
点
.に
.お
け
る
為
替
相
場
が
均
衡
水
準
に
あ
る
も
の
と
み
な
1;
、
こ
の
均
衡
氷
準
か
ら
の
変
動

を
ニ

国

の

蓠

谘 

の
購
買
力
の
相
対
的
な
動
き
か
.ら
み
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
動
は
あ
る
期
間
に
お
け
る
ニ
国
の
物
価
水
準
の
相
対
的
な
動
き
に
よ

っ
て
示 

さ
れ
る
：
RO
を
仞
え
ば
戦
前
の
均
衡
水
準
に
あ
る
為
替
相
場
で
あ
石
と
す
れ
ば
、
戦
後
の
あ
る
時
点
に
お
け
る
為
替
相
場
R1
は
、
一
一
国
で
こ
の
期 

間
に
お
こ
っ
た
物
価
の
相
対
的
変
化
に
比
例
し
て
決
定
さ
れ
る
。厂

' * 

• 

. 

• 

• 

.

.

.

.

. 

ン
...

.

.广.

.

.

.

.

.

.
こ
の
期
間
に
一
"菌
の
物
価
上
.昇
率
が
.い
，ち
，じ
る
し
く
興
れ
ば
、
為
替
相
樣
も
ま
た
.そ
の
®
準
：時
の
‘水
準
か
ら
大
幅
に
'変
更
さ
れ
る
。

靡

買

カ

.平<|
1
1
*
説
.は
為
替
相
場
の
絶
対
的
水
準
決
定
の
理
論
と
.し
て
も
ち
い
ら
れ
る
場
合
よ
り
も
.、
.こ
の
よ
う
に
^
準
時
点
か
ら
の
相
対
的
変
勒 
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六

(

三
六
八)

を
承
す
も
の
と
し
て
応
用
さ
れ
た
場
合
の
方
が
、
ン
現
実
的
妥
当
性
の
点
で
痠
れ
て
い
る
。

何
故
な
ら
ば
；絶
対
的
水
準
決
定
の
理
論
の
場
合
に 

は
，
. 

へ
じ
|
.ー
国
間
の
財
の
移
動
に
輸
送
費
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
場
合
'に
お
い
で
の
み
、

a
、
b
二
国
の
市
場
；

g

単
一
市
場
と
み
な
さ
れ
る
。
 

こ
の
.様
な
仮
定
.の
も
と
忙
購
賀
カ
平
価
説
は
為
替
相
場
の
絶
対
的
な
水
準
決
定
に
適
用
し
う
る
。1
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
仮
定
は
現
実 

的
と
は
い
い
が
た
い
し
、
ま
た
ニ
国
の
間
で
自
由
に
交
換
さ
れ
な
い
国
内
財
に
つ
い
て
は
、
財
の
価
格
を
均
等
化
す
る
よ
う
な
動
き
は
な
い
。
こ

と
に
各
国
の
サ
ー
ビ
ス
’に
対
す
る
報
酬
が
き
わ
め
て
異
っ
た
.も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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バ
ラ
ッ
サ
は
最
近
め
論
文
で
O

E

E

Cの
デ
I
タ
を
も
ち
い
て
代
表
的
な
国
内
財
で
あ
る
家
事
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
報
酬
を
購
買
力
平
価
で
あ 

ら
わ
し
允
結
果
が
、
実
際
の
為
替
相
場
で
評
価
さ
れ
た
も
の
と
著
し
く
異
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

1)
Milton Gilbert a

n
d

 Associates, .^comparative

^
S-
S-
O
JB
I—
*Products a

nd Price L
e
v
e
l
^
(
P
a
r
i
s

 r 

O
E
E
P

 

I960).

同
論
文
に
よ
れ
ば
、
購
買
力
.平
価
.で
表
わ
さ
れ
た
家
事
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
は
、
ィ

タ

リ
ー
で
は
対
米
為
替
相
場
の
囲
〇
％
、
才

ラ
ゾ

ダ

で

は

三
，
 

六

•
.七
％
で
あ
っ
た
。
更
に
購
買
力
平
価
で
，表
わ
さ
れ
た
欧
州
諸
国
の
G

N

Pは
為
替
相
場
.に
よ
る
も
の
の
六
〇〜

八
〇
％
で
あ
る
。"

バ
ラ
ッ
サ
.の
論
文
は
い
ま
ひ
と
つ
興
味
あ
る
分
析
結
果
を
示
し
て
い
る
。
第
一
'
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
表
と
同
じ
資
料
を
も
ち
い
、
対 

米
為
替
相
場
に
対
す
る
.各
国
の
購
買
力
平
価
を
。ハ
ー
セ
ン
ト
で
表
わ
し
た
結
果
は
、
各
国
の
一
人
当
り
所
得
水
準
と
密
接
な
閨
係
を
示
し
、

一
人 

当
り
所
得
水
準
が
米
国
の
そ
れ
に
近
づ
く
に
従
い
、
各
国
の
購
買
力
平
価
は
対
米
為
替
相
場
に
等
し
く
な
る
、
い
い
か
え
れ
ば
二
国
間
の
為
替
相 

場
の
購
買
力
平
価
か
ら
の
乖
離
は
、
ニ
国
の
一
人
当
り
所
得
の
相
違
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
増
大
す
る
。
こ
の
事
は
、
為
替
相
場
を
も
ち
い 

て
換
算
さ
れ
た
賃
金
な
り
一
人
当
り
0
况
卩
の
国
際
比
較
を
行
う
場
合
、

一
人
当
り
所
得
水
準
の
高
い
国
ほ
ど
賃
金
な
り
一
人
当
り
G

N

Pは
過 

大
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
-こ
と
を
示
唆
す
る
。

36.7
42.8  
55.4
42.8
50.9
27.3
16.3
38.3 
61.2

798 929

.ル
ドイッ… 

650

イギリ
ス

46.1 
43.9
56.4 
59. 5
59.5
27.7
32.7
47.2 
70.1

i タリ

418

40.6
42.4
46.7
50.4 
33.0
18.7
19.7
33.5
69.6

フ.ラン 
ス

831

51.7
47.7
70.0
53.1
41.1 
42.9 
36.0
51.3
75.4

ビスの価格（対米為替相場に対する比率：1950)第一表購買力平価による各国のサー

一 人 当 り G N P ( $ )

睛買 力 平 価 （対為替相場)
家 事及 び 個 人 的 サ -■ビス

公 共 運 輸 サ ー ビス

リク|；エー 、ンョン及び娯楽

保 健

教 育

政 府 行 政 官

防 衛 官

サ 一 ビ ス . 総 計

G N P

ベルギ デンマ
一 ーク

956 989

60.8 41.7
53.2 63.4
90.2 66.0
64.9 44.0
65.5 65.4
47.2 45.9
26.9 19.8
63.4 52.1
81.3 71.1

5

0

 

3
 

2

2

3

6

3

2

 

48
.

64
’

84
.

40
.

54
:

37
.

20
.

51
.

68
.
,

4 5 .1
51.3
51.5
42.5
62.4
34.4 

(20. 0)
43.4  
71.7

購
買
力
平
価
説
と
賃
金
水
準

na
l

経
済
企
画
庁
の
行
っ
た
日 

Ur
!?
o

係
}

NP
:

Jo
よ

潤

2 

G

米
間
物
価
の
比
較
分
析
の
結

(

2)果

は

サ

ー

ビ

ス

.
以

外

の

個

別
 

商
品
に
つ
い
て
も
そ
の
価
格 

比
率
は
品
目
別
に
三
六
〇
円 

\

一
 

ド
ル
の
為
替
相
場
よ
り 

品
目
に
よ
っ
て
か
な
り
異
っ 

て
U
る
こ
と
を
示
し
て
い 

る
。
同
研
究
の
品
目
別
日
米 

比
価
表
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た 

一
ニ
三
品
目
に
つ
い
て
み
れ 

ば
、

一
九
五
九
年
に
は
こ
の 

ぅ
ち
四
一
品
目
は
三
〇
〇
円

 ̂|
〜

四
0

0円
の
間
に
あ
っ
た
と

は

い

ぅ

も

の

の

、
一

o
品
目
が
ニ
〇
〇
円
以
下
、七
〇
〇 

Ba
l

aI

円
以
上
で
あ
っ
た
品
目
が
八
品
目
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
一
一
一
三
品
目
に
は
食
用
農 

I
P0
1

.産
物
五
品
目
、
そ
の
他
食
料
品
ー
〇
品
目
、繊
維
品
ー
1
0晉

、

i

燃
料
八
品
目
、
金
属
三 

料

0
■
一
 

品
目
、；建
築
材
料
八
品
目
、.
化
学
製
品U

九
品
目
、
雜
品
ニ
ー
品
目
が
含
ま
れ
る
.0 

.

，次
に
一
九
玉
九
年
に
之
れ
ら
の
.品
目
の
日
米
比
価
が
ど
0
様
な
^
の
で
あ
っ
た
か
を
み

一
七(

三
六
九)

sal,” T1 
Table ：

肝 と



第二表商品グループ別日米比価の分布 (1959) い

円/^ドル 昴目数
食用農 
産物 

I

その他 
傭 品

n
娥維品

m
燃 料  

IV ,
金 厲  

V
建築材料 

VI
化学製品 

vn i
雑 品 :. 

聰 ；

. V199円以下 10 2 0 5 0 0 V 1
200〜250円 :14 1 2 .4 0 3 V . ....1 3 0:
251〜299円 14 0 2 3 0 . ノ 5 0 3 •1
300〜 350円 23 0 1 4 1 9 4 2 2
351-3 9 9円 18 0 0 2 1 : ■ ：5 . 1 6 3
400〜450円 10 •0 0 2 0 3 2 1 . . . . 2
451，499円 9 0 2 0 0 3 0 3 1
500〜 550円 5* 2 0 0 0 . 0 1 1 1
551—599円 3 0 0 0 2 0 0 1 0
600-6 5 0円 5 0 1 0 1 0 ： 0 3 0
651〜 699円 4 0 0 0 1 0 0 2 1

70Q円以上 8 1 1 0 2 2 0 r 2 0
総 計 123 6 9 20 ， 8 30 10 28 12

経済分析J 第 10号 昭 和 38

よ
ぅ
。
第
二
表
は
、
こ
れ
ら1

ニ
三
品
目
を
円
\
ド

ル

比

価

に

従

.っ

て

グ

ル

ー

ブ 

わ
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
.の
$

を
ま
と
め
れ
ば
、
⑴
'
食
用
農
産
物
及
び
そ 

の
他
の
食
料
品
一
.五
：品
目
は
.、
小
麦
粉
.
.一
品
目
を
の
ぞ
き
、
.三
〇
〇〜

四
五
〇 

円
グ
ル
ー
プ
に
属
さ
ず
、‘
三
〇
〇
円
以
下
か
四
五
〇
円
以
上
と
分
布
の
上
限
と
下 

.限
に
.か
た
よ
づ
て
い
る
。
食
用
農
産
物
と
そ
の
他
の
食
料
品
の
価
格
は
為
替
レ—

 

ト
：.三
六
.〇
円
\
.
:
1
\

ド
ル
と
か
な
り
の
へ
だ
た
り
を
示
す
。
⑵

繊
維
品
ニ
〇
品
目 

に
つ
い
て
み
る

と

こ
の
ぅ
ち
、‘
.
.
.
過
半
を
占
め
る
.一
六
品
目
は
三
五
〇
円
以
下
で 

あ
り
、
残
り
四
品
目
も
四
五
0
円
以
下
で
ぁ
る
。
八
品
目
は
三
〇
〇〜

四
五
〇
円

i-
.

編所究
.

I

表

.以
内
に
あ

り

、

食
用
農
産
物
及
び
そ
の
他
の
食
料
品
ょ
り
は
為
替
レ

ー

ト
を
中
心 

l
Ra
と
し
た
分
布
を
示
す
。
⑶

燃
料
八
品
目
の
分
布
は
繊
維
に
く
ら
べ
対
照
的
に
上

k
e

限
に
か
た
ょ
っ
て
い
る
。即
ち
、八
品
目
の
ぅ
ち
三
〇
〇〜

四
0

0
円
の
間
に
あ
る

経,

«

の
は
ニ
，品
目
の
み
で
、
.残
り
六
品
目
は
五
五
一
円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
(4
)

前 

析

OU

I

I
記
4

グ
ル
ー
プ
に
く
ら
べ
、
.あ
と
の
四
グ
ル
ー
プ
、
即
ち
金
属
、
建
築
材
料
、
化

糾
氣
学
製
品
、
雖
品
は
為
替
レ
ー
ト
を
中
心
と
，し
た
分
布
を
し
、
品
目
の
多
く
は
三
〇

g

l

.〇
~
四
五
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

間

’V 

.

f

月

-(

2)
「

日
米
物
価
の
比
較
分
析」

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
編
集「

経
済
分
析」

第
一 

、
..

年
，

〇
号
昭
和
三
八
年
ニ
月
。
，

—

.

以
上
の
事
は
サ
I
ビ
ス
に
対
す
る
報
酬
と
い
つ
た
代
表
的
国
内
財
以
外
の
品
目

に
つ
い
て
も
、
.
ニ
国
の
品
目
別
比
価
は
か
な
り
.ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

為
替
相
場
か
ら
の
乖
離
は
幅
の
広
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
金
属
、
 

建
築
材
料
、
化
学
製
品
グ
ル
I

V

で
み
ら
れ
た
様
に
、
為
替
相
場
の
平
均
値
と
し
て
の
意
味
を
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
国
内
ォ
を
も
含 

む
二
国
間
の
価
格
比
の
分
布
は
.か
な
り
幅
の
広
い
も
の
で
あ
り
、
：賃
金
あ
る
い
は
生
活
水
準
と
い
っ
た
国
内
財

の

比

較

が

大

き

な

比

重

を

占

め

る
 

研
究
：に
為
替
相
場
を
も
ち
い
る
場
合
に
は
、
充
分
に
購
買
力
平
価
と
為
替
相
場
の
相
違
が
検
討
さ
れ
ね

ズ

なら
k

、，
。

'ぃ

.

：

.

-

.

.

 

.

.

.

.

.

.

四

.
 

.

品
目
別
各
財
の
価
格
比
率
と
為
替
相
場
，に
.よ

っ

て

示

さ

れ

た

比

率

と

の

間

に

大

き

な

乖
離
が
み
と
め
ら
れ
る
の

は

何

故

か

と

い
う
点
を
次
に
検 

討
し
て
'̂

よ
う
。

偭
格
水
準
決
定
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
は
た
す
賃
金
に
.
つ
い
て
み
る
と
、
労
働
の
自
由
な
国
際
間
移

動

が

、

制

度

的
.

習
！TJ

g

て 

名
猶
の
制
約
を
う
け
て
い
る
現
在
、
こ
れ
を
国
内
財
の
価
格
と
し
.
て
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
国
内
産
業
間
賃
金
に
は
労
働
市
場
に
お

け

る

 

競
争
を
通
じ
均
等
化
が
働
く
が
、
国
際
間
の
賃
金
に
ば
大
き
な
格
差
が
存
在
す
.
る
。
国
内
の
賃
金
均
等
化
の
傾
向
と
、
国
際
間
の
賃
金
水
準
の
大 

き
な
格
差
が
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
財
に
つ
い
て
国
際
間
に
大
き
な
.価
格
差
を
も
た
ら
す
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

国
際
間
に
大
き
な
賃
金
格
差
を
も
.た
ら
す
も
の
は
労
働
生
産
性
.の
栢
違
で
あ
る
0
個
々
の
産
業
の
賃
金
決
定
に
関
し
て
は
、
労
動
生
産
性
は
い 

く
つ
か
の
決
定
要
因
の
う
ち.
Q

一
 

つ
で
し
か
.な
い
。
し
か
し
集
ら
、j

B *
全
体
と
し
て
み
れ
ば
麗
間
の
賃
金
水
準
£

人
当
り
麗
所
得
と 

.い
っ
た
尺
度
で
は
か
ら
れ
る
労
働
生
産
性
に
比
例
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
第
二
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゥ
ィ
リ
ヤ
ム
ス

と
ィ
ー
ト
ン
は
一
九
五
〇
年
及
び
ー
九
..五
五
年
に
つ
い
て
各
国
の
労
働
者
へ
の
報
酬
と
、
.
ー
人
当
り
^
が
卩
が
高
い
相
関
を
示
す
こ
と
を
指
摘 

し
.て
い
る
。
し
か
も
こ
の
関
係
は
ほ
ぽ
.比
例
的
で
あ
る
。

.：

以

-
の
こ
と
は
第
ー
図
の
ノ
ラ
ッ
サ
の
論
点
で
あ
る
ー
人

-̂
.
り
0
|
2
;
?

の
相
違
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
為
替
相
場
と
購
買
カ
平
価
の
へ
だ
た 

.

購
買
力
平
価
説
と
賃
金
水
準 

，
し

、，こ

，ゴ

，



第 二 図 賃 傘 ，給与労P  
1950 及 び 195:

兔拗者一人き 
货金，俸給

.

.

.
ン
り
は
太
き
く
な
る
と
い
ぅ
事
実
を
よ
.く
裏
付
け
て
い
.る
。
.
つ
ま

:

.り

一：
人
当
り
0

:

2

;

>の
相
違
、が
大
き
く
な
る
ほ
ど
国
際
間
の
賃

,
,
€ 

2
-
.

金
格
差
は
大
き
く
な
’る

,0
一'方
、
，
.
国
内
•に
つ
い
て
み
れ
ば
，'
労 

.n
t

R

59
?e
-
働
市
場
に
お
け
る
競
争
は
国
内
産
業
間
に
賃
金
平
準
化
を
も
た

ン
.ら
す
の
で
、
国
際
間
に
価
格
平
準
化
の
作
用
し
な
い
サー

ビ
.ス 

4,

l

lc
a
nbe
r
'と
ぃ
っ
た
国
内
財
に
.つ
.
'い.て
は
、
‘
‘ー
人
当
り
0
ね

?
の
‘高
い
国 

er
.
m
-

Am
Ni
-:
ほ
ど
高
；い
賃
金
が
支
私
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
国
際

„

 

i

nd
,

Th
59
’

市
場
.で
取
引
さ
れ
る
財
に
.つ
い
て
は
価
格
の
平
準
化
が
作
用
す 

30
労
抑

”
19

,d
e
er
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
財
の
価
格
比
で
あ
る
為
替
相
場
と
国
内
財

2
 

u

?n
-
.

pt
e
.
を
も
含
め
た
購
買
力
平
価
と
の
.間
に
は
、
大
き
な
へ
だ
た
り
.が 

re
i
se

M.
FO
X,

生
ず
る
。
.こ
の
ょ
ぅ
な
へ
だ
た
り
は
、
ニ
国
間
の
一
人
当
り
0
 

F 

dLI 

:

an
XL
.

■、

る
ほ
ど
増
大
す
る
。
そ
し
て
す
で
に
バ
ラ
ッ
サ
が
対
米
国
と
の

N

P
の
相
違
、へ
し
た
が
っ
て 
一.

T

国
間
の
：賃
金
格
差
が
大
き
く
な

関
係
.で
第r

図
に
実
証
し
た
ょ
ぅ
に
、
ニ
国
間
の
一
人
当
り
G

N

Pの
格
差
と
購
買
力
平
価
と
為
替
相
場
と
の
相
違
は
、
正
の
相
間
を
示
す
の
で 

ち
る
。
.. 

.

以
上
の
1点
ょ
り
結
論
す
れ
ば
為
替
相
場
が
ニ
国
の
購
買
力
平
価
を
表
わ
す
%•
の
と
し
て
こ
れ
を
国
際
比
較
の
分
析
に
，も
ち
い
る
場
合
、
一一，国
間 

の
一
入
^
り
G

N

P、
'•
賃
金
水
準
が
さ
ほ
ど
異
'C
>
て
い
な
い
事
が
必
要
で
あ
•る
。
こ
れ
はf

一
国
の
一
人
当
り
G

N

PC)
.ち
が
い
は
二
国
間
の
賃
金 

格
差
に
比
例
し
、
.国
内
産
業
間
の
賃
金
平
準
化
の
作
用
を
逋
じ
、
：
1一
国
間
の
'品
目
別
価
格
比
を
為
替
相
場
と
は
が
な
、り
異
っ
た
幅
広
い
も
の
に
し

て
い
..る
か
ら
で
あ
る
.
。
.
.

五

次
に
購
買
力
平
価
説
を
も
ち
い
て
均
衡
水
準
に
あ
る
.為
替
相
場
か
ら
の
変
動
を
、
両
国
の
物
価
上
昇
率
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
うA-

1 

る
こ
こ
ろ
み
に
つ
L
て
述
べ
る
。
事
実
、
各
国
の
物
価
上
昇
率
の
ち
が
い
、.
こ
と
に
各
国
の
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
は
輸
出
\
に
大
き
な
影 

響
を
与
え
る
。，
し
か
し
物
価
上
昇
率
の
ち
が
い
の
み
を
も
.っ
て
新
し
い
為
替
相
場
の
均
衡
水
準
を
も
と
め_
よ
う
と
す
る
場
合
の
第
一
の
問
題
点 

は
、
ど
の
よ
う
な
物
価
指
数
が
も
っ
と
も
よ
く
そ
の
亦
次
動
を
あ
ら
わ
す
か
と
い
ラ
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
前(

^ i
に
お
い
て
指
摘
し
た
.よ
う
に
、
' 各 

国
の
卸
売
物
価
指
数
、
輸
出
価
格
指
数
、
消
費
者
物
価
指
数
等
は
か
な
ら
ず
し
も
。ハ
ラ
レ
ル
な
動
き
を
示
す
も
の
で
ば
な
く
、
ど
の
指
数
を
も
っ 

て
ニ
囯
間
の
物
価
水
準
の
相
対
的
変
動
を
示
す
か
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
。
■こ
と
に
.我
国
の
場
合
、
国
内
の
一
般
物
価
水
準
を
示
す
卸
売
物
面 

指
数
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
期
間
で
も
、
輸
出
価
格
指
数
は
低
落
し
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
物
価
水
準
を
あ
ら
わ
す
指 

数
の
選
択
と
い
う
き
わ
め
て
技
術
的
な
問
題
を
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
輸
沘
量
の
増
大
の
い
ず
れ
が
ニ
国
の
物
肺
水
準
の
変
動
、
相
対
的
に
，一
国 

の
価
格
の
低
落
に
よ
る
も
の
か
を
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一.国
に
お
け
る
ィ
ン
：フ
レ
ー.

.

シ
3
ン
の
進
行
は
、
相
手
国
の
輸
出
品
の
相
对，

面 

格
の
低
落
、
' 又
は
.ニ
国
の
購
買
力
平
価
の
相
対
的
な
変
化
ど
関
係
な
く
、.
相
手
国
の
.輸
出
増
加
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を 

ル
ッ
ッ
に
よ
る
単
純
な
図
式
に
.よ
っ
て
説
明
し
，て
み
よ
う
。

.； 

..；

■•(

1)

拙
稿
'「

国
内
物
価
と
輸
出
価
格
の
変
動」

(

川
島
楊
子)

碧

学

鑫

誌

第

.五
十
七
卷
第
十
号
。

';
:
.._,

: 

.

'

.
 

(

2) 

Lutz, F. A., 

*
H
h
e 

Problem of 

m

 jekjonlc E
q
l
b
r
i
m
n

パ

1962, North-Holland Publishing C
o
m
p
a
n
y
,

 A
m
s
t
e
r
d
a
m
.
,

い
ま
A
、
£
ニ
国
が
輸
出
す
る
す
べ
て
の
財
は
ニ
国
で
生
產
さ
れ
各
と
し
、
..
-
.:ー
方
の
み
で
生
産
.可
能
で
あ
る
よ
，う
な
財
は
な
い
も
の
^-
仮
定

，
 ̂

る
。
次
に
国
内
市
場
の
み
で
消
費
さ
れ
る
よ
う
な
.国
内
財
も
存
在
し
な
い
も
の
と
す
る
。
'
<国
の
需
要
曲
線
を
^
、
<
£
両
国
の
需
要
曲
線
を
.
|
 

購
買
力
平
価
説
と
賃
金
水
準
. 

•
ニ一

,0

一

一

七
1
3



ニ
ニ 

(

三
七
四)

'■
•
と
1>
ノ
人
国
に
.お
け
る
ィ
シ
.'フ
レ
ー
シ
f
'
xが
賃
金
上
昇
を
ひ
き
.お
こ
し
、
.
A国
の
供

E

E

.
給
曲
線
を
ム
か
ら
的
に
移
行
さ
せ
た
と
1す
る
。
：
<
、
£
両
国
の
供
給
曲
線
は
4
か
ら
1

.
'へ
と
移
行
す
る
の
で
、
均
衡
価
格
は
、
现

か

ら

,^
へ
と
騰
貴
す
灸
こ
の
よ
う
な
A
国

\1
: 

■
の
供
給
曲
線
の
シ
フ
ト
：は
、
.起
国
の
.輸
出
を
见
が
ら
呢
へ
と
増
大
さ
せ
る
。
A
、
E
両
国

,

M
の
輸
出
価
格
は
共
に
均
衡
価
格
，
.で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
瓦
国
の

.
'7.

K K
と
い
う
輸
出
の
増
大
、
' 及
び
<
国
の
|
と
い
う
輸
出
の
減
少
は
、.
A国
の
ィ
ン
フ
レ

r 

l
丨
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ
る
E
国
の
，輸
出
価
格
の
相
対
的
な
低
落
と
は
関
係
な
く
お
こ
つ

/L
lt
.
,た
も
の
で
あ
る
。',
し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て
お
こ
つ
た
；̂
国

の

輸

出

増

大
%-
、

価

格

競

N

:0I
>
*
:争
力
の
増
大
と
■し
て
取
扱
わ
れ
が
ち
Iで
あ
る
。

'

.

 

w

s:
ンt

第
三
図
の
よ
う
な
A
国
の
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
相
手
国
の
輸
出
増
加
に
与
え
る
効 

L抖
V
果
は
、

A
国
の
.供
給
曲
線
の
'

V

フ
ト
が
国
際
市
場
に
お
け
る
均
衡
価
格
を
高
め
、
E
国 

.
丨
の
生
産
量
の
増
大
、
輸
出
拡
大
を
う
な
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
量
の
増
大

を
も
た
ら
す
E
国
の
企
業
の
費
用
曲
線
が
問
題
と
な
る
。
A
国
.の
.ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ゾ

に
よ
る
費
用
の
騰
貴
が
財
の
価
格
を
つ
り
.上
げ
、
E
国
に 

お
い
て
_

の
財
め
価
格
を
そ
の
ま
ま
に
す
え
お
い
た
場
合
>

£
国
の
輸
出
が
そ
.の
価
格
の
相
対
的
低
落
に
よ
っ
て
増
大
し
た
と
.：す
れ
ば
、
こ
の 

よ
ぅ
に
し
て
増
大
し
.た
E
国
の
輸
出
は
E
国
の
価
格
競
争
力
の
増
大
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
.し
.か
し
こ
の
ニ
つ
の
場
合
を
実
際
に
区
別
す
る
こ 

と
は
む
ず
か
し
い
，

次
に
国
内
財
と
輸
出
財
と
を
.区
別
す
る
こ
と
は
多
く
.の
場
合
困
難
で
あ
る
。
あ
る
国
の
国
内
財
も
国
際
市
場
に
お
け
る
価
格
騰
貴
の
.た
め
に
輸 

出
可
能
と
な
る
こ
と
は
充
分
f
cあ
り
う
る
。
従
つ
て
、
為
替
相
場
の
変
更
を
両
国
に
お
け
る
輸
出
財
価
格
の
相
対
的
な
変
化
を
反
映
す
る
よ
う
に

行
お
う
と
し
て
輸
出
財
を
選
択
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
財
を
国
内
財
と
み
な
し
、
ど
の
■よ
う
な
財
を
輸
出
財
と
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
更
に 

1

応
こ
れ
を
ニ
つ
の
グ
ル
ー
プ
，に
分
け
た
と
し
て
も
、
長
期
間
に
ほ
各
財
に
よ
っ
て
価
格
の
上
昇
率
は
き
わ
め
て
ま
ち
ま
'ち
で
あ
!)
3)

、
輸
出
商
品 

構
造
の
変
化
と
共
に
為
替
相
場
の
変
更
の
も
と
.と
な
る
両
国
貨
幣
の
購
買
力
の
変
化
を
.示
す
指
数
を
作
る
と
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

(

3

)

各

個

別

価

格

の

変

更

.に

つ

"
^
て

.は

、

拙

稿

「

国

内

物

価

と

輸

出

価

格

の

変

動

」

一. 一
5

学

^

i i
誌

第

五

十

七

卷

第

十

号

参

照

。

.

_

以
上
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
あ
る
購
買
力
平
価
説
.の
応
用
は
、
そ
れ
が
次
の
様
な
事
柄
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
.い
事
に
留
意
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
輸
出
財
及
び
国
内
財
を
含
む
一
般
物
価
水
準
が
ー
国
で
相
対
的
に
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
通
貨
の
購
買
力
は
減
少
す 

る
。
も
し

こ
の
時
に
為
替
相
場
が
変
更
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
相
対
的
物
価
上
昇
の
あ
っ
た
国
の
国
際
収
支
は
通
常
不
均
衡
に
お
ち
い
る
。.
こ
の
よ 

う
な
国
際
収
支
の
不
均
衡
は
ニ
国
の
貨
幣
の
購
買
カ
の
変
化
に
よ
：っ
て
も
た
ら

き
れ
た
も
め
.で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
購
買
力
平
価
説
は
、
 

国
際
収
支
不
均
衡
に
対
し
説
明
力
を
も

つ
。
し
か
し
な
が
ら
購
買
力
平
価
説
は
、
貨
幣
要
因
以
外
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
国
際
収
支
の
不
均

衡
、
た
と
え
ば
一
国
に
.お
け
る
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
コ
ス
ト
低
落
と
い
っ
た
事
柄
に
対
し
て
は
、
何
ら
の
説
明
も
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

.......'
 
+

•

 

-

 

•

.
.

六 

ノ 

'

す
で
に
こ
れ
ま
で
に
購
買
力
平
価
と
為
替
相
場
と
の
乖
離
が
、
二
国
間
の
.一
人
当
り
0

\

?の
相
違
が
大
き
い
ほ
ど
增
大
し
、
こ
れ
は
国
際
間 

の
賃
金
格
差
が
一
人
当
り
-.
0
'风
?
の
相
違
に
比
例
し
て
増
大
す
る
.た
め
で
あ
る
こ
と
を
論
述
し
た
。
即
ち
、
国
際
間
の
賃
金
格
差
が
ニ
国
の
相
対 

的
な
労
働
生
産
性
に
依
存
す
る
一
方
、
国
内
労
働
市
場
に
お
け
る
^
争
は
、
.国
内
産
業
間
に
賃
金
の
.平
準
化
を
も
た
ら
す
。
こ
の
結
果
、
価
格
平 

準
化
の
作
用
し
な
い
国
内
財_

_
た

と

え
ば
サ
ー
ビ
ス

I

に
つ
い
て
は
労
働
生
産
性
が
高
く
、*
賃
金
の
蒿
い
国
ほ
ど
為
替
相
場
.に
比
較
し
購
買 

力
平
価
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
価
格
は
高
く
な
る
。

.,

.

で
は
購
買
力
平
価
と
為
替
相
場
と
.の
間
に
乘
離
を
も
た
ら
す
各
国
の
産
業
間
賃
金
の
平
準
化
は
，ど
.の
よ
う
な
も
の
セ
あ
ろ
，う
か
。
こ
れ

を

そ

れ
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ぞ
れ
の
產
業
別
労
働
生
産
性
と
対
比
.し

た

場

合

：、

‘
.ど
の
よ
う
な
こ
.と
が
い
.え
る
‘
か
，

次

^

為

替

相

場

の

購

買

力

平

価

か

ら

の

乖

離

と

い

う

事

柄

の

背
後
に
あ
る
、
各
国
の
産
業
別
賃
金
と
勞
働
生
産
性
と
の
間
係
を
各
国
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
検
討
し
'て
み
る
こ
と
に
す
る
。

'
す
で
に
前
節
第
二
図
で
各
国
の
平
均
的
な
賃
金
水
準
は
国
際
間
で
•は
.
.一
人
当
り
.0:
}
2
;
.
?

で
示
さ
れ
た
労
働
生
産
性
，に
比
例
す
るA J

と
が
.指
摘
さ

れ
た
。
こ
れ
.は
各
国
の
平
均
的
な
賃
金
水
準
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
然
的
資
源
、
資
本
設
備
の
状
態
、
技
術
水
準
と
い
っ
た
一
：般
的
に
労
働
生

産
性
を
決
定
す
る
諸
要
因
に
依
存
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
平
均
的
な
賃
金
水
準
を
尹
心
と
し
各
個
別
産
業
の
.賃
金
は
、
ど
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
。
新
古
典
派
の
見
解
：に
従
え
ば
、
"白
由
市
場
に
お
け
る
賃
金
決
定
の
理
論
は
、1

般
的
な
商
値
理
論
の
特
別
な
.

(

1)

ヶ
ー
ス
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
決
ま
る
"
。
 

.

V (

1)

H
K
* Hicks, 

S
T
h
e

 T
h
e
o
r
y

 of w
a
g
e
s
'

 Second Edition, London, M
a
c
M
i
l
l
a
n

 h

 Co., 

1963.

.
も
し
総
て
の
労
働
者
の
能
力
が
等
し
け
れ
ば
賃
金
は
労
働
の
限
界
生
産
力
に
等
し
く
な
る
。
従
っ
て
各
産
業
別
の
賃
金
水
準
は
そ
こ
に
雇
用
さ 

れ
る
労
働
者
の
能
力
に
の
み
依
存
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
産
業
の
雇
用
水
準
、
資
本
設
_
量
、
利
潤
等
と
ば
何
等
の
関
係
も
も
た
な
い
は
ず
で 

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
の
労
働
市
場
の
状
態
は
、
新
古
典
派
の
理
論
が
前
提
と
す
る
完
全
競
争
の
状
態
に
は
ほ
ど
遠
く
、
事
実
い
く
つ
か
の 

.研
究
は
、産
業
別
の
賃
金
水
準
が
最
近
に
お
け
る
雇
用
の
増
加
率
、利
潤
と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
：て
左
右
さ
れ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の 

諸
研
究
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
産
業
別
賃
金
決
定
の
諸
_

の
主
な
も
の
は
、
⑴
生
計
費
指
数
の
増
減
、
⑵
雇
，用
の
.増
加
率
、
⑶
産
業
別
労
働 

生
産
性
、
⑷

ー
般
的
賃
金
水
準
、
⑶
貨
幣
の
購
買
力
及
び1.

般
的
景
気
動
向
、
(6
)

労
働
組
合
の
組
織
カ
、
(7
)

各
国
に
特
有
な
賃
金
決
定
の
パ
タ
ー 

ン
、
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
⑴
I
(7
)
の
要
因
の
う
ち
い
ず
れ
が
も
っ
と
も
支
配
的
な
役
割
を
は
.た
す
か
は
、
各
々
の
国
の
状
態
に
よ
っ
て
異
る
で
あ 

ろ
う
。
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
⑵
雇
用
の
増
加
率
、
⑶
産
業
別
.労
働
生
産
性
、
(6
)
労
働
組
合
の
組
織
力
と
い
っ
た
各
産
業
に
固
有
な
諸
条
件
及 

び
、
⑴
生
計
費
指
数
、
⑷

一
般
的
賃
金
水
準
、
(5
)

一
般
的
景
気
動
向
と
.い
づ
た
全
産
業
に
共
通
な
諸
条
件
が
相
互
に
作
用
し
て
、
各
産
業
の
賃
金 

水
準
が
決
定
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
従
つ
て
、
各
国
の
産
業
別
賃
金
の
均
等
化
は
、
'こ
れ
ら
の
.諸
条
件
の
い
ず
れ
が
支
配
的
で
あ
る
か
に
よ
つ

て
、
.そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
' 

.

,

 

.

 .

..

.
■

次

に

各

国

の

，
産

業

別
賃
金
の
格
差
及
び
平
準
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
第
三
表
に
つ
い
て
み
よ
う
。

ィ
.

(

2)

こ
れ
ら
諸
要
因
に
関
す
る
研
究
の
詳
細
な
紹
介
及
び
結
果
の
要
約
は
、
次
の
論
文
に
ま
と
：め
ら
れ
て
い
る
。

Keder, Melrin w., s
w
a
g
e

 Di

WJerentials: 

T
h
s
r
y

 and Measurement 、

《Aspects of Labor Economics、
A

 conference of the Universities-National Bureau Committee 

for 

Economic 

Research; 
Princeton 

university 
一

prss, 

3.9S .

第
三
表
は各

！！

製
造
業
の
豪
別
賃
金
俸
給
支
払
額
を
産
業
別
雇
用
者
数
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
よ
う
に
し
て
も
と
め
た
一
人
当 

り
賃
金
支
払
額
の
麗
比
較
を
行
う
場
合
、
■前
述
の
よ
う
，な
為
替
相
場
の
購
買
力
平
価
か
ら
の
乖
離
と
い
う
問
題
を
還
す
る
た
め
に
、
各
産
業 

划
の
値
裏
造
業
総
平
均
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
に
お
，き
か
え
た
。
_

三
表
に
つ
.い
て
い
え
る
こ
と
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
除
く
各
国
の
賛
金
構 

造
の
類
似
性
と
い
う
こ
と
.で
あ
ろ
う
。
ア
ル
.ゼ
ン
チ
ン
を
の
ぞ
く
そ
の
他
の
国
で
は
、
食
料

*
飲
料
及
び
タ
、、ハ
コ
、
織
維
、
衣
料
、
靴
及
び
織
維 

製
品
、
木
製
品
及
び
家
具
、
皮
革
及
び
皮
革
製
.品
の
五
産
業
の
賃
金
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
%■
製
造
業
総
平
均
よ
り
も
ひ
く
，い
。
紙
及
び
紙 

II
品
で
は
、
.ベ
ル
ギ
I
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
.
.ィ
ギ
リ
ス
の
三
国
が
製
造
業
総
平
均
よ
り
も
低
い
賃
金
を
支
払
い
、
ゴ
ム
製
品
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
日 

本
、
ィ
ギ
リ
ス
.の
三
国
が
総
平
均
以
下
の
賃
金
を
支
払
っ
て
い
る
.。
そ
の
他
の
産
業
で
あ
る
印
刷
及
び
出
版
、
化
学

.
石
油

•
石
炭
製
品
、金
翼
、
 

金
属
製
品
の
賃
金
水
準
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
製
造
業
総
平
均
よ
り
も
高
い
。
こ
の
よ
う
.な
各
国
の
賃
金
構
造
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
 

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
産
業
別
賃
金
決
定
-0
諸
要
因
の
う
ち
、
各
産
業
に
固
有
な
諸
条
件
と
し
て
あ
げ
た
産
業
別
雇
用 

.僧
加
率
、
產
業
別
労
働
生
産
性
；の
動
向
が
各
国
で
同
じ
よ
う
な
も
の
セ
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
労
働
生
産
性
の
み

を

と
り
あ
げ
、
こ 

れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

3)

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
同
国
に
お
け
る
労
働
市
場
.の
後
進
性
及
：び
調
査
時
点
が
、
他
，の
.国
々
が
一
九
五
八
年
で
あ
る
の
に
対
し
一
九 

五
三
年
で
あ
る
事
等
に
よ
っ
て
'
他
の
国
々
と
相
違
し
た
賃
金
構
造
を
示
し
た
も
の.
と
思
わ
れ
る
。
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ア ル ゼンチン 

才ース丨、.ラリヤ 

ベ ノ レ . ギ 一 

デ ソ マ — ク 

力 :ナ ダ

日 本

ノーソレウエ •—
ス ェ ：一 デ.ン 

ィ ギ リ ス  

アメリ力合衆国

資料 United Nations, “The Growth of World Industry 1938—lSSFV , New York, 1963. 
注 ア ル ゼ ン チ ン ，1953;オーストラリヤ，W1958〜VI1959;ペルギ一，1958;テ♦ンマーク， 

1 9 5 8 ;カナダ，1 9 5 8 ;日本，1958; ノ —ルウエー，1 9 5 8 ;スエ一デン , 1 9 5 8 ;イギリス , 
1 9 5 8 ;アメリカ, 1958, '

第 三 表 各 国 の 産 業 別 貨 金 構 造

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

紙
及
び

紙
製
mi

印
刷
及
び

版

疼品

§ 1

| <
製

ゴ

ム

製

品

化石 

? 炭

石製 
油 . 
•品

非
金
属
性
鉱
物

余

厲

属

•rfn

そ

<0

他

最 高  
支払額

最 低  
支払額 

X 
100

.100 107 96 89 119 84 106 103 79 190
1 110 105 92 108 111 108 119 103 97 165

97 __- 58 109 126 97 130 114 ― 224.
! 97 119 94 89 :114 101 116 104 99 149
!119 107 80 103 120 106 126 114 89 189

108 123 90 87 142 96 161 117 84 282
105 106 92 107 111 102 117 109 98 156
103 110 89 99 109 93 . —— 一一 93 150
95 118 89 103 114 100 117 108 91 176

104|謂 78 169 119 98 120 114 96
190
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0
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丨
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9
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0
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7
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8
 

9
 

8
 

9
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1

u
i
o
l
d
l
A
^
J
d
l

o 

o 
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o 
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o 

o 

o 

o 

o

I
X 

I
X 

X
 

.

.

1
X 

1
X 

rH
-

1
i 

I
X

5

一
 

木
製
品
及
：び
家
具.

s

i

¥

維

1

製

造.
.
.

0

食及

料び

飲

料コ

u

六

e
l七
八)

.

.第
四
表
は
各
国
の
産
業
別
雇
用
労
働
者
一
人
当
り
付
加
価
値
生
産 

性
を
.、
.:
賃
金
水
準
比
較
の
場
合
.に
お
こ
な
っ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
製 

造
業
総
平
均
を
ー
0
〇
と
す
る
指
数
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

.
こ
こ
、に
も
賃
金
構
造
比
較
の
場
合
と
同

：じ

よ

.テ

な

類

似

性

が

み

ら

れ 

る
.で
S'
ろ
う
か
？
又

(

4)

こ
こ
で
も
一
応
ア
ル
ゼ
ン

チx

を
の
ぞ
く
各
国
に
つ
い
て
検
討
す

•
;

る
.。

.

■:
ぃ

.

.

.

.
‘ 

■

.

…

;
第
四
表
の
各
国
産
業
別
付
加
価
値
生
産
性
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の 

'■
国
に
お
い
て
も
製
造
業
総
平
均
以
下
で
あ
る
の
'は
、
繊
維
、
衣
料
、

;

靴
及
び
繊
||
.
'製
ロ
§
、'
木
製
品
及
び
家
具
、
'皮
革
及
び
皮
革
製
品
の
四 

卩
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
第
三
表
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ 

う
に
、
各
国
で
双
罾
豸
総
平
均
以
下
の
賃
金
を
支
払
っ
て
い
る
産
業 

'で
あ
る
。
こ
れ
.に
対
し
、
賃
金
は
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
製
造
業 

•総
乎
均
以
下
で
あ
づ
た
食
料
、
飲
料
及
び
タ
バ
コ
で
は
、
日
本
を
.の 

ぞ
く
各
国
で
は
、そ
の
生
産
性
水
準
は
製
造
業
総
平
均
よ
り
高
く
、
ス 

-

エ
ー
デ
ン
で
は
.一
三
四
と
.な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
、

.付
加
価
値
生
産
性
水
準
が
製
造
業
総
平
均
を
こ
え
る
の
は
、
紙
及
び 

紙
製
品
、
化
学
，
石
炭

•
石
油
製
品
、
金
属
の
三
業
種
で
あ
り
、
.こ

\  産

\ ,
国 \

1

製

造

業

100
100
100
100
100
100
100
100
100

2 3 4 5 丨6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

食及 

料び

飲バ

料コ
_____

117
115
119
108
97

134
125

115

織

維

J!
83
64
61
74
73
70
59

衣娥 ?維

裳製

び品

111
63
69

46
62

58

木1
び
家
具

紙

及
び

紙

製
mi

印

刷

及

び

出
版

|1
|| 
革 i
製

ム

製

品

化石 

? 炭

石製 
油 
. 品

非

金

厲

性

鉱
物

金

厲

金 .

属

製

品..

そ

の

他

最 高  
支払額

最 低  
支払額 

X 
100

ア ル ゼ ンチ ン 

才T-ストラリヤ 

_デン■マ一ク  

力 ナ ダ

日 本

…ノ ― ノレウ： ― 
フヽェ 一 デ ン  

イ ギ リ ス 

アメリ力合衆国

57
91
79
66

.57
75
77

65的

104
140
108
130
112
115
127
104
112

104
99

110

117
88

101
106
99

98
81
90
61
79
74
74
79
69

106
105
82

116
99
97

105
94

110

199
184
140
212
182
140
153
162
180

78
116
112
118
95
99

101
98

108

84
130

143
136
138
113
120
116

84
88
94
92 

116
93 
96 
98

102

89
104
99
79
70
96
87
91
92

237
292
261
347
396
222
242
279
327

資料及び注は第三表参照<

購
買
力
平.
価
説
と

賃
金
水
準

の
ぅ
ち
、
化
学
，
石
炭•

石
油
製
品
、
金
属
の
一
一
産
業
の
賃
金
水
準
は
、
製
造
業 

総
平
均
よ
り
も
高
い
。
そ
.の
他
の
業
種
、
印
刷
及
び
出
版
、
ゴ
ム
製
品
、
非
金
属 

性
鉱
物
、
金
属
製
品
に
'つ
い
て
は
、
結
果
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

第
四
表
で
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
.産
業
別
労
働
生
産
性
構
造
ば
各
国
で
異
り
、
織 

維
、
衣
料

•
靴
及
び
繊
維
製
品
、
木
製
品
及
び
家
具
、
皮
革
及
び
皮
草
製
品
、
化 

学

•
石
炭

•
石
油
製
品
、
金
属
の
諸
産
業
に
つ
い
て
は
、
各
国
共
に
付
加
価
値
生 

産
性
の
高
低
が
そ
の
賃
金
水
準
決
定
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と 

が
わ
か
る
が
、
そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
.お
そ
ら
く
各
国
の 

産
業
別
賃
金
は
、
付
加
価
値
生
産
性
水
準
の
他
に
、
l
Mff
l
の
増
加
率
で
あ
る
と
か

-

> 

> 

. 

(

5)

利
潤
水
準
に
.よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(

5)

賃
金
決
定
の
そ
め
他
の
要
因
、
例
え
ば
雇
用
増
加
、
利
潤
水
準
と
産
業
別
賃
金
水 

準
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
目
下
行
っ
て
お
り
、
発
表
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ 

と
に
す
る
。
.

.

 

.

 

.

.

.

-
-

 

次
に
第
三
表
及
び
第
四
表
を
も
と
に
し
、
各
国
別
に
付
加
価
値
生
産
性
と
賃
金 

と
の
.関
係
を
第
：四
図
に
示
し
て
み
よ
ぅ
。
各
産
業
の
賃
金
決
定
は
そ
の
産
業
の
労 

働
生
産
性
、雇
用
の
増
加
率
と
い
づ
た
個
別
的
な
要
因
の
他
'

そ
の
国
全
体
の
一 

般
的
賃
金
動
向
、
景
気
の
状
態
と
い
っ
た
総
て
の
産
業
に
影
響
を
あ
た
え
る
要
因 

.r
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
.。
'従
.っ
て
各
国
の
産
業
別
労
働
生
産
性
と
賃
金
と
の
関

ニ

七c

三
七
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0
0
0
s
^
o

係
は
、
国
際
間
に
お
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
比
例
的
で
■は
.な
い
。
.
.
こ
_と
に
第
四
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
デ
ン
マ
ー
ク
、

/
丨

.

ル
ゥ
ヱ
ー
、
.ス
■エ
ー_ 

デ
ン
、
ィ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
西
欧
工
業
国
に
お
い
て
は
、：
産
業
別
勞
働
生
産
性
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
.ず
賃
金
が
決
定
さ
れ
る
様
で
あ
る
。
即
ち 

こ
れ
ら
の
国
々
で
ば
、
産
業
別
賃
金
.の
..い
ち
じ
る
し
い
：平
準
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
と
の
よ
う
な
国
内
産
業
間
の
賃
金
平
準
化
と
国
際
間
賃
金
格 

差
が
、各
国
の 

ー
A
当
り
G

N

Pと
い
う
労
働
生
産
性
に
依
存
す
る
と
い
う
事
は
、た
と
え
各
国
の
產
業
別
賃
金
構
造
が
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
て 

も
、
平
均
的
労
働
生
産
性
の
高
い
国
の
賃
金
が
'
相
対
的
に
高
く
な
る
こ
と
'を
示
唆
す
る
。
.こ
の
関
係
を
単
純
化
し
、
第
五
図
に
示
す
と
次
の
よ 

}
に
な
る
。
 

.
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'
今
か
り
に
国
際
間
の
労
働
.生
産
性
と
賃
金
と
の
関
係
を
?
線
で
表
わ
し
、

<キ
、

が
両
国
の
産
業
別
労 

働
生
産
性
と
賃
金
と
の
関
係
を
.
'
#
々
P*
、
队
で
表
わ
す
。

V

す
で
に
第
.一
一
図
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う 

に
、
前
者
.の
.関
係
：は
ほ
ぼ
比
例
的
で
あ
.る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
四
図
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
産
業
別
労
働 

生
産
性
と
賃
金
の
.場
合
は
、
国
内
労
働
布
場
に
お
け
る
賃
金
平
準
化
の
た
め
に
、d

,

PV
の
勾
配
は
P 

.よ
り
一
般
に
小
さ
ベ
な
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
労
働
生
産
性
の
高
い
先
進
工
業
国
で
あ
る
西
欧
諸 

国
‘に
お
い
て
箸
し
い
。
従
っ
て
如
、.
奴
両
国
に
お
い
て
比
較§

に
，労
働
生
産
性
の
低
い
産
業
、
例
え
ば 

ゎ
を
そ
れ
ぞ
れ
怳
、
b,
と
す
れ
ば
、
汰
の
賃
金
は
^
と
た
と
え
労
働
生
産
性
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
高
く 

な
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
な
労
働
生
産
性
に
対
し
、

一
般
的
に
労
働
生
産
性
水
準
の
高
い 

国
で
相
対
韵
に
高
い
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
可
能
性
は
、
労
働
生
産
性
の
高
い
先
進H

業
国
ほ
ど
賃
金
平
準
化
の
傾
向
が
著
し
く
、
従
っ
て 

P
の
勾
配
が
小
さ
く
な
る
と
す
れ
ば
、：
国
内
で
：相
対
的
に
労
働
生
産
性
の
低
い
産
業
ほ
ど
大
き
く
、
高
い
産
業
ほ
ど
小
さ
い
。

こ
れ
を
第
五
図 

に
示
せ
ば
C,
と

CV
と
の
賃
金
の
差
は
b，
と
b
yの
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

一
般
的
に
労
働
生
産
性
の
ち
が
う
ニ
国 

に
お
け
る
同
一
産
業
で
の
賃
金
は
、
そ
の
産
業
の
労
働
生
産
性
が
同
一
で
あ
っ
て
も
相
違
し
、
ニ
国
の
一
.般
的
労
働
生
産
性
の
ち
が
い
が
大
き
く 

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
増
大
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
.の
よ
う
に
国
内
産
業
の
う
ち
で
も
比
較
的
労
働
生
産
性
の
低
い
産
業
で
二
国
間
の
賃
金
の
差
が
大
き
く
な
る
と
い
う
事
は
、
各
国
内
で
比
較 

的
労
働
生
産
性
の
低
い
家
事
サ
ー
ビ
ス
等
が
同
‘一
の
労
働
生
産
性
に
対
し
、
国
際
間
で
か
な
.り
差
の
あ
る
価
格
が
支
払
わ
れ
る
事
を
裏
付
げ
て
い 

る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
般
的
に
労
働
生
産
ft
の
高
い
工
業
部
門
で
の
賃
金
は
、
同
一
.労
働
生
産
性
に
対
し
、
国
際
間
で
さ
ほ
ど
差
が
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
：と
お
り
で
あ
.る
'。
各
国
の
諸
経
済
指
標
の
国
際
比
較
に
は
通
常
為
替
相
場
を
も
ち
い
て
の
換
算
が
行
わ 

れ
る
。
.こ
.の
場
合
、
為
替
相
場
は
.ほ
ぽ
各
国
の
購
買
力
平
価
を
表
わ
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
.い
る
。
従
っ
て
こ
の
様
な
研
究
を
行
ぅ
前
に
、
為
替 

相
場
の
麻
買
カ
平
酿
か
ら
の
乖
離
に
：つ
い
て
知
7
て

お

く

必

要

：が

あ

る

。
.

，
、：

購
買
力
平

-と
為
替
相
場
と
の
板
違
は
ニ
国
間
の
W
人
当
り
G

N P
、
い
い
か
え
れ
ば
労
働
生
産
性
7J
C-
準
の
相
違
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

増
大
す
る
。

'

:

■-
.
. 

.

こ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
柄
に
..よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
：国
際
間
：

Q

賃
金
格
差
が
ほ
ぼ
一
人
当
り
^

卩̂
に
此
例
す
る
の
に
対
し
、
各
国
の
国
内
個 

別
産
業
の
賃
金
決
定
に
際
し
て
は
、
労
働
生
産
性
.は
.
.一.つ
：の
..決
定
要
因
に
過
ぎ
な
い
。
.即
ち
国
内
産
業
間
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
金
決
定
に
、
そ
の 

産
業
，に
固
有
の
要
因
、
例
え
ば
労
働
生
産
性
、
利
潤
率
、
，雇
用
©.
伸
び
等
が
作
用
す
る
と
同
歐
に
、
'各
産
業
に
共
通
な
ー
役
的
景
気
動

向

、

生
計 

費
指
数
.の
騰
貴
と
い
っ
た
他
の
要
因
が
働
く
。
従
；っ
て
各
産
業
撋
の
賃
金
決
定
に
は
平
準
化
が
お
こ
处
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
：の
傾
向
ば
先
進
工
業

国
で
著
し
ぃ
.°

•
'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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,

次
に
各
国
の
産
業
別
賃
金
構
造
に
は
類
似
性
が
み
ら
れ
、
勞
働
生
産
性
構
造
に
％
あ
る
程
度
0
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
あ
る
国
で
、
賃 

金
、
労
働
生
産
性
が
共
に
高
い
産
業
は
、
他
の
国
に
お
い
て
も
高
賃
金
、
高
労
働
生
産
性
の
部
門
で
あ
る
。
.

以
上
の
点
よ
り
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
、
.国
際
的
に
み
て
労
働
生
産
性
の
高
い
国
の
産
業
で
は
、
た
と
え
そ
の
労
働
生
産
性
が
他
の
労
働
生
産
性 

の
低
い
国
々
と
同
水
準
で
あ
.っ
て
も
、
相
対
的
に
高
い
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
。
そ

し

て

こ
の
傾
向
は
各
国
で
低
労
働
生
産
性
部
門
で
あ

り

、

.

典
型

的
な
国
内
産
業
で
あ
る
家
事
ザ
ー
ビ
.ス
：に
.お
い
て
著
し
い
。
そ
0
,結
果
、
こ
の
よ
ぅ
な
国
内
財
を
も
含
む
購
買
力
平
価
と
為
替
相
場
と
，.の
間
に
生

. 
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•

ず
る
バ
ィ
ヤ
ス
は
、
ニ
国
間
の
労
働
生
産
性
水
準
を
あ
ら
わ
す
一
人
当
り
^

卩̂
の
相
違
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
增
大
す
る
の
で
あ
る
。
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